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研究成果の概要（和文）：戦時下の科学技術政策により形成された帝国大学の研究体制の形成

過程について、旧帝国大学所蔵史料等の調査・分析を通して、学内規定、大学院制度、科学動

員、理工系、文科系などの多面的観点から明らかにし、科学史・思想史・教育史といった多様

な学問分野から考察を加えた。 

 

研究成果の概要（英文）：We brought a lot of details to light on the process of formation 

and actual condition of the research organization in the Imperial university under 

wartime after an examination of the historical documents belonging to the Imperial 

university from several viewpoints that are the history of science, the history of Japanese 

thought, and the history of education.  
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１．研究開始当初の背景 

戦時下の科学技術政策の実施に伴い形成
された大学の研究体制は、戦後の科学技術
政策と大学の研究・教育のあり方に多大な
影響を及ぼしたことは想像に難くない。し
かしながら、西山伸氏が指摘するように、
戦時下の大学において行われた実際の研
究・教育のあり方は、ほとんど明らかにさ
れていない（西山伸「大学沿革史の課題と
展望」『日本教育史研究』第 26 号、2007）。
このことは、教育史のみならず、科学史な

ど多くの研究分野の課題である。 

これまで戦時下の大学における研究・教
育の実態が明らかにされてこなかった理由
の一つに、大学の学内行政文書へのアクセ
スが困難であったことが挙げられる。しか
し近年の大学史研究の進展、そして情報公
開法の施行や各大学のアーカイブズの充実
に伴い、学内行政文書へのアクセスが容易
になってきた。これに伴い、戦時下のとく
に学徒出陣・学徒動員に関する個別研究は
充実しつつある（最近の成果では、折田悦
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郎「九州大学における学徒出陣・学徒動
員」研究課題番号：18530616 など）。しか
しながら、大学の研究体制の形成過程やそ
の実態についての包括的研究は行われてい
ない。 

そこで、本研究課題では、戦時体制下の
科学技術政策により形成されてきた帝国大
学の研究体制の形成過程と、実際に展開さ
れた研究について、旧帝国大学に所蔵され
ている行政文書や個人文書などの調査・分
析により包括的に明らかにし、教育史、科
学史、思想史といった多様な観点から考察
を行うことを目的とする。戦時下に振興さ
れた研究の多くは、戦力増強のための理工
系分野のものであり、また思想戦対策とし
て日本文化論などの振興に力点が置かれて
いたことも良く知られている。これらの研
究分野でいかなる研究が展開されたのか考
察する際に、教育史のほかに、科学・技術
史、日本思想史という視点が欠かせない。
そのうえで、戦後の科学技術政策と大学の
研究体制にいかなる影響を及ぼしたのかに
ついて検討を加えていく必要があろう。 

 

２．研究の目的 

戦時下の科学技術政策が、帝国大学の研
究体制の形成に多くの影響を与え、また戦
後の科学技術政策にも多大な影響を及ぼし
たと考えられているが、その実証的な研究
は科学史研究の課題であり、大学史研究に
おいても同様の課題が課せられている。本
研究課題では、旧帝国大学所蔵文書の調
査・分析により、戦時下の科学技術政策に
より形成された帝国大学の研究体制の形成
過程と、その研究体制のもとで展開された
研究の実態について、教育史、科学史、日
本思想史という異なった研究分野の研究者
の共同研究により明らかにすることを目的
とした。そしてその研究成果を踏まえて、
戦後の科学技術政策と大学の研究体制のあ
り方にいかなる影響を及ぼしてきたのかを
考察することを目指した。 

 

３．研究の方法 

本研究課題では、戦時下の旧帝国大学の
研究体制がどのように形成され、実際には
いかに機能したのかを明らかにするために、
旧七帝国大学等に所蔵されている戦時下の
研究体制の形成に関わる行政文書や個人文
書等の文書史料を調査・収集し、それらの
史料の分析を行った。 
 
（１）東北大学所蔵公文書の調査・整理 
 東北大学史料館所蔵の関係行政文書、個
人文書等の調査をあらためて実施した。行
政文書として『評議会議事録』のほかに、
『科学研究手当関係書類』などの文書を確認し

た。また個人文書としては大久保準三文書
に所収されている「昭和十九年度科学研究
動員下ニ於テ研究セントスル題目調書」を
確認し、その分析を行い、これらの史料が
戦時下の科学技術動員の一環で組織された
学術研究会議研究班にかかわるものである
ことを明らかにした。 
 
（２）旧七帝国大学等所蔵史料調査 
旧七帝国大学ほかが所蔵の関係行政文書、

個人文書等の調査・収集を実施した。具体
的には東京大学史史料室、京都大学大学文
書館、名古屋大学大学文書資料室、九州大
学大学文書館などの旧帝国大学のアーカイ
ブズの史料調査を実施した。また関連文書
が所蔵されている広島大学文書館、金沢大
学付属図書館、早稲田大学大学史資料セン
ター、慶應義塾大学福澤研究センター、国
会図書館、国立公文書館、日本学術会議、
防衛研究所等の史料調査を実施した。 
これらの調査により、日本諸学振興委員

会や学術研究会研究班などの戦時下の研究
体制の形成に関わる有用な行政文書や個人
文書、および個別研究分野に関する史料を
収集することができた。 
 
（３）収集史料の分析 
史料の内容に応じて研究代表者と研究分

担者が手分けして分析を実施した。具体的
には、学術研究会議研究班の理工系分野を
吉葉が、文科系を本村が、戦争末期におけ
る東北帝国大学の大学改革の動きを永田が、
そして東京帝国大学の教育・研究体制の形
成については谷本が、といったようにそれ
ぞれの専門分野に沿った主体となって分析
した。 
 
４．研究成果 
上記のような史料調査と史料分析を行っ

た結果、以下のようなことが明らかになっ
てきた。 
 
（１）諸規程からみた帝国大学の研究体制
の形成過程について 
東北帝国大学を事例として、とくに理工

系の規程整備の経緯を分析した結果、東北
帝国大学においては、産官との関わりが重
視されながら研究体制の形成がなされてき
たことを明らかにした。この研究成果につ
いて、日本科学史学会（2011 年）において
報告した。 
 
（２）大学院教育からみた帝国大学の研究
体制の形成過程について 
東京大学史史料室に所蔵されている、東

京帝国大学総長であった内田祥三が残した
個人文書等の分析により、戦時下に実施さ



れた大学院特別研究生制度は、昭和 18 年 1
月の閣議決定後の文部省における総長会議
において制度の核心部分が確立されていっ
たことを明らかにした。くわえて、史料館
所蔵の「大久保準三文書」、防衛研究所所蔵
の『昭和十九年度／動員下ニ於ケル重要研
究課題／文部省科学局』などの分析により、
大学院特別研究生制度が戦時科学動員の一
環で確立されていったことがより明らかに
なり、また書類上ではあるが戦時研究の
「補助者」ではなく「分担者」として役割
を期待されていたことを明らかにした。こ
れらの研究成果は日本科学史学会（2011）
や『東北大学史料館紀要』（第 6 号、2011）
において報告した。 
 
（３）科学動員による帝国大学の研究体制
の形成過程について 
戦時下の昭和 18 年度より実施された学術

研究会議研究班に関わる史料（「大久保準三
文書」・『昭和十九年度／動員下ニ於ケル重
要研究課題／文部省科学局』など）の分析
を通して、東北帝国大学における科学技術
動員組織の形成過程や科学技術動員組織の
有り様、そして全国的研究組織における東
北帝国大学の位置づけについて明らかにし、
戦時下科学技術動員下の帝国大学における
研究体制形成過程の特徴の一端を明らかに
した。 
くわえて、これまで明らかにされてこな

かった学術研究会議研究班の文科系部門の
研究組織とそこで実施された研究の一端を
明らかにすることができた。 
これらの研究成果により戦時下の帝国大

学における学術研究体制形成過程の一端が
明らかになってきた。これらの研究成果の
一部は、日本科学史学会（2012）や『東北
大学史料館紀要』（第 7 号・第 8 号）におい
て報告した。また国際的な研究成果発信の
試みとして、2012 年 9 月に中国北京の北京
日本学研究センター主催の研究会において
研究成果の報告を行なった。 
 
（４）戦時下から終戦直後にかけての帝国
大学の研究体制の模索について 
戦時下の昭和 19 年から終戦直後の昭和 21

年 1 月にかけて、東北帝国大学が模索して
いた教育・研究体制の変革について、東北
大学史料館所蔵の『勤労動員等に関する教
官の意見』や「大学ノ革新振興ニ関スル具
体的方策ノ件」などをもとに、その一端を
明らかにした。これらの研究成果の一部は、
『東北大学史料館紀要』（第 7 号）において
報告した。 
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